
第 4回走査型 トノネル顕微鏡/電子分光国際会議

書 村 雅僻事･藍川 芳 乗 約 ･両托 噂事

7月9nからI4日にカけて節4回ST入1/STS国際会誌

(4血 IntcrTlationnlCt)rltercnreOnSCiLnn;ngTunJIdi叩

MicroscopYISpccLrOS叩 y･STM/STS■89,･75'･茨城県のLA一

統町文化センサ ･において開付された.S◆IM の開先で

で東経している政多くの研究鴬が･川繍し.台bt7-割土世界

22カ国470人に及んだ (衰 1).先1R臨文政は211件 で そ

の内.海外からの先立汲 '̂t約3分の2を占めた.会議 に

先立ち9日tr･汝には中学.tを対象とLI･Rohrerの謙 雄

が行われ盛況{･あった.阿促場所は. 全̀盛期間を通 し

て春加者櫛の交舵を淀めるため前会から艦れf･')/- ト

他で行いたい'という東男に沿って選ばれた.免讃 件 故

テル{･.こ･/ケ,トが.催された,.大洗町のご好意で町の県
Tl-･よの 人過 にJ:って行われた 一策顔太妓-を受けて
Rol肌 r.ainrtigらカ'･中台に上が･fJ.少々火やの搾針を,k
叛'.I_向け喝采七浴びるJrと.JF軌 こ.uJ.い出拝い会読とな
った (写真).

弟 滋内智を分析すると次のようになる.

1. 町免 rJ21

2一 弘 庇及び測定技術のPfl濯 ぐ49)

3. 樹 状物質 (6)

I- fF-.専任 (257)

5. 金成 (L4)

6. 磁 位串 (‖)

は口頭苑r&か56件･..ポスター七.,シiンか155什で . 会 1 7. 液 体 /Bg休 (lt)

敬はすべて //グ,レ七,シ13'/で行われ.5日間に滞 り 8, 分 rI･･生物 (36)

過日遜夜?活見な討韓がくり広げられた.厄終日前 夜に 9. 応 糊 伽 )

は.予想を上垣る350人以上の参加のもと大礼パー クホ 10. 原 =(･問 力縫敵成年 (151
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日. そ の 他 (})

( )内 の 教科 上席出汁灘である.過去 3回の国際会読で
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写真 .:I/ケJ,トにて太鼓をたたいているのは
0..ROB,t,(ち) とDr8hiJlg (左)段の

下左は兵務組織委員長

の発衣内容との比較を養 2に.また.各会瓢 こおける発

議内容の分和を蓑 3に示す .STM 自身の的発か ら

STS.AFM等の新 しい神泉技術の阿児.そ してそれら

の技術を用いたbiology等の新分野の開択へと.4回に

わたって行われてきた余盛の性格の変化が入てとれる.

STMは倒衣紋技術としてはすで11確立 したといえ.由

箪包埋技術書の進歩と併せて革日非常に典しいSTM故

の発TRが扱いた.日本からも嘩満兵空中に於ける半導体

-&面の研究を含む塩を74件の研究域集が報告された.日

本のSTM研究か辞3回肖蘇会濃淡 1年の間にP.放以上

に進歩したというのか･海外からのさ加者の声であった.
半導体&面の研究としては.Si/Si.GaAJ/Sl等のエピ

タキシャル成長の初淑遥菅やSiR面への7ルカl)金属.
水素.但東等の吸音に槻する研究結果等か報告された.

界面については.Siのpn軽食やInP/lJIGâsP/InP.
GalnAs/tLIP尊の鮫秦結果.またBEEM (BallisticE】cc･

IronEml壬IionMicrt)S亡OPy/Spult'OSCOpy)セ用いたAu/

表2 舞超内容の推移 .1.冊胸 2.袈dE及び測定技

術の朗発 3.層状物思 4.半導体 5.金属 6.

冶伝斗 7.液体/同伴 8.分千 ･生物 9.応用

10.原子間力厨赦錬寄 り.その他

分 類 番 号

第33巻 幕 l号 (1990)

ロ1粥ム

■lW

TI988

tZ3 1989

AlAs/CaAs構造の観喪括集等が報告された.

金属 滋面 に関 しては.ベ ル研の Kukらに 上る

Cu(110)滋面への戯乗取子の化学吸着に附する括具や,i

I)大学のグループに上るS/Cu(H.1.1).S/Cu(810)

練達.t,-レ/スパ-クレイ研究所のグルーブによる

S/Rc(0001)2√訂x2JすR30●鎗逢わ観察着果等が報告さ

れた .

鰍 を用いて固休出面を原子レベ/レで加工する武人も

進めらJtている.Wの深針を用いてSi喪面へ苦さ込ま

れた文字を,同 一の探針で玩み取りfR察した結果が フ ィ

リップス研究所のDie)timaJIらにより報告された.カナ

ダのマニト/:大学のグループからは.グラフ丁イ ト上の

dimcLhylPhthah(e尊の有鼓液捧中てW や Pt-1r考の廃

針にパルス状の信正を加え.グラフ丁イLLにナノメー

タ経度の耕迫を作製する研究が報背きれた.

また.特定の斬子や分子を特定の希望する場所におい

て政事するという凍みがなされている.一層のCu-Pc

(cu-phath山∝ yaAine)で覆われたAg東面を表立するこ

とに.とり探針⊥に付着させたCu-Pc分子を.-き粥 し

たGaAs(Ilo)とに移し.同一の探針を用いて釈第 した

養 3 発表内容の分布 ･l埋設 2.装吐及び弼定技
術の開発 3.層状物召 4.半額拝 5.金員 6.
月伝磯 7.液体/国幹 8.分了･･生物 9.応用

iO.F子由力簸敢鼓等 lI.その他
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結果がLミ斗'/- ゾ大草のyJt1-プにより報告された.

1有良材甲や_Jjl件分子に関する研究が盛んになりできた

が･女親7:･は車や〆ラフ7･イ ト上におか1日ヒDNAの-

IJカル構造の軌寮に関する8件の報J.]i'にbTTえて,--tタ

pビン.tLII)ベプチ r.バクテt)7与り多くの悦堺結果

が報命された.また.CU(HJ).Si(‖1).CtJ(100)上に

旺かれたCu･PhaLhI)∝ymiJle構適の基板依存性が1BM

Tルワーテンの4rL-一才に.tLク報告 された.生体分子の

也か こおける閃電点が,E･.- レソネ Vノミ･モ7,研究所の

SdmcJ- r}ITiウまとめられてt､ろ..

鑑alrl.ぶlするSTM 4?甲卿 土J{･一一ジ=7大学のCoI･-

ぐmZLzlらのグル ープを中心に迩められているが.宰会議

で叫.77K.4.12K牢於叶･る｢.NbS勺の_CDW について希

釈が(7わわた.'q温摺伝神体r,関 しては)).Fノバ火額q)

〆ル ープに 1るSTP tSCJLJIJli吋 TuiTPel'-ng pbLcD卜

jolt)elry)を用したYBa,CulOy好投の研究をは じめいく

つか の 報告がな,きれた.(RF.DTl177系の有掩超伝尋

件の収 載払史も繊告されている.

AFM fALomicForrt'MiLJb虻OPylの渡歩もめざ土し

く. AfM を用いた研究に粥す る簸告は.10件にのlぼ

ち. スタ'r7.- ド大字のグルーブに1りAFM用カン

ナレノーの作製に関 して報告がたされている.

ST姐/AfM を用いた幌妓寸.面白い何報を 'j･えると朋

結 きJI/id･.<央軌 cDW 状僻がsTM と 恥̂ Iiこ対 し

てR lrる牢等を 5･える L,い う給史が.三一セル大学の

GanterTOdlの〆.ループに上り｣報告された.また.AFM

の応 用として正力故を娩出する耽みが IBM の 8一皿唱の

グル ー プから報告されている.

MFM (htapclkForceMjcTOJCOPy)に関 しては.GBn-

t.hcTTOdtらの g'′レ-プに･上りC0-0Crzo薄娘の現有培黒が･

租告された.220れmの紬のス トライプ状の r.IJr･/L桝

滋が位索 されている/

-Dfしい訴人としてIi.mM ヨーク..9.1./のグループ

∫/_L/I L
r
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により叔告された{訳料の温度分布盲取 りt甘1"Nmr-

FiddThcTTndMkrtuOPyや,常山学良の17t任らにより

経常IZLtた超音波探針府政鈍 くSUThlS仙nrLingUlt'&･

mr"k 'l'ip MicJq印P<)帝があげられる,まr=.,､.iデ

ルベルy)tTfFの2'ループ帝がレーザーを併用 した墳除に

ついて発滋を行っている. ,

1理汝としては.STM 鞄の解釈U)問頓.DAStデ,Lな

どの電子柵造の計算捨晃と架艶鉱泉との比較. トー/ネル

時間の考素.sTM畷無時に見られる光子放出に関する

計算結果巧が宅妄された.

以上 STMlま最初に一冬述べたようにBi故絶技前とし

て-エ牡に坪立1たItいえる.乗取 会故均ではJ2礼の

sTM が製品として展示ざれ その内7杜のSTMh'鳩

高真空対応であった.しかし.STM 奴の炉額にはまだ

多くの問樹が･或さJtていも.lL-の奴 肝 して.現計の影

旬をほじ均と･｢ろSIM 魚q)岸転の由項がいくつか取 り

上げられたこと･tLう 一度述べておく. r

プpシーヂ(/〆スは.Jotml山prVBnJumScience良

T∝hnologyAの1990年 j-2月号に.柑粧される予定で.t

ち.詳しい内容については.そちらをお声されたい.

癖5回STM/STS国際会議の日時と場所117忠の通

りや.弟 1回ナソ J†タ ･スケール汁手技端岡際会払

(lJtlnt亡rnaLtiondconrcJuCCOJ)内aJIOTnCLerScaleScience

aLndT血 ology.NANO1)と,共牌暮れる子定である.

場所 てHyaliR印 加CyHold.Balti-如JY,USA

日時-TI990年7月23日か27日

蓮J6先 :Dr.JaineSS.M心血y

CムcrniirL,yDi､･iSTon,code6JOO

←･ ･LNavAHiescarch】LJboTatO'y

W血 poJl.D.C.20375-5000

USA

Td:202-767-3026

Ta3(;202-48ト7)39..
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